離婚給付契約公正証書
第1条 夫大阪二郎（以下甲という。）と妻大阪由紀子（以下乙という。）の両名は協議により，
離婚することに合意し，その届出に当たり，以下のとおり契約を締結した。
第2条 甲及び乙は，その間に生れた長男卓郎（平成１０年３月２日生）の親権者を甲と定める。

乙は長男の監護者となり，成年に達するまでこれを引き取り養育する。
第3条 甲は乙に対し，長男の養育費として平成２１年４月１日より同男が成年に達するまで毎

月末日限り金１０万円を送金して支払う。
　上記養育費は，物価の変動その他事情の変化に応じて甲乙間の協議のうえ増減できるものとする。

第4条 甲は乙に対し，財産分与および慰謝料として，平成２４年４月末日までに金２５０万円
　を支払う。

第5条 甲および乙は，本契約に定めた以外には相手方に対し，何らの債権債務がないことを確

約した。
第6条 保証人神戸三郎（以下丙という。）は，この契約に基づき甲の乙に対して負担する債務を

保証し，甲と連帯して債務を履行することを約束した。

第7条 甲および丙は，本証書記載の金銭債務を履行しない場合は，直ちに強制執行に服する旨

　認諾した。







